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ついて十分に説明しなければならないことを義
務付けでおり、パート労働者が相談できる窓口
を設置し、そのことを明示することを義務付け
ています。

パート労働者は増加傾向であり、その働き方
は多様化・基幹化しています。仕事内容や責任
は社員と同等なのに、待遇が働きや貢献に見
合っていない、という訴えが増加する中での法
改正になります。時間が短い、と言うだけで仕
事内容も責任も正社員と同じであるならば、処
遇も同等であるべき、というのは当然の理屈で
す。雇用する側も「いいとこ取りはできない」
のです。

有期契約のパート労働者に頼らなくてはなら
ないのなら、パートの労働条件について見直し
をしていくことが重要です。特に女性は「出
産」「育児」によりキャリアの中断が余儀なく
される場合が多くなっています。そんな中でも、
「今は短時間しか働けないけれど、家庭生活と
の両立が叶えば労働時間を増やしたい！」と考
えている人はたくさんいます。その積極的な気
持ちに応えるためにも、「正社員登用制度」を
設けるなど工夫がさらに必要になるでしょう。

三崎 亜紀子
特定社会保険労務士／NPO・えん理事
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社労士として業務を始めて15年目になります
が、相談される労使トラブルの内容は相変わら
ず「解雇」「未払い賃金」「問題社員への対
応」などが多いようです。そしてトラブルの原
因は「説明不足」「コミュニケーション不足」
であることが圧倒的に多いように思います。

「残業代はこの手当に含まれている、と説明し
たはずです」→「未払い賃金」

「この仕事をこのように進めてほしい、と説明
したはずなのに違った方法で処理している」
→「能力不足の問題社員だ」

「遅刻が多くて注意したら会社に来なくなって
しまった」→「解雇」

自分にとって重要なことであれば、「詳細に
説明する」「分かるまで質問をする」というお
互いの努力が必要ですが、この過程を経ていな
いので、問題に発展してしまいます。
今年の4月1日パートタイム労働法が改正され

ます。パートタイムとして雇用する人、される
人が多いので関心が高くなっています。この法
改正でも、パートを雇用する際には労働環境に

NPO・えんは、女性のキャリア実現・市民活動・まちづくりをサポートします。

NPO・えん ニュースレター “まりーむ”



NPO・えん 自主事業

えんカレッジの進捗報告

おかげさまでパルひろば辰巳は年々利用者が増
え、2014年度は2月末時点で約5,000名にご利用い
ただきました。

2014年度のひろばの振り返り
■ランチタイムの利用者増加
ランチタイムのご利用者が2月末時点で1,500名を
超えています。午前、午後のサークル活動の合間
にお弁当を食べる方や、子連れグループでお弁当
をとるママなどの増加でテーブルが足りないとき
もあります。その賑わいを見るとひろばが着実に
地域の人に浸透してきたことを実感しています。
■憩いの場
ひろばでは「食事会」や「健康体操」「うたごえ
喫茶」のように高齢者の方々に気楽に参加いただ
ける会を毎月開催しています。地域の憩いの場と
して沢山の方に利用いただいています。

2015年度へ向けて
■自分の「やりたい」を実現できる場
食事会では参加者の笑顔を励みに作る、調理ボラ
ンティア。子供のためにパーティーグッズをつく
るママたち。11月に開催された交流ウィークで
サークル活動を知り、メンバーになった方など、
利用者それぞれにあったひろばの利用方法があり
ます。
パルひろば辰巳はあなたの「やりたい」「してみ
たい」を様々な形で応援していきます。

調理ボランティア募集
★パルひろば辰巳では調理ボランティアを募集し
ています。参加者みんなが笑顔になる。そんな時
間をご一緒しませんか。（連絡先03-3522-0144）

（田谷）

多世代交流ひろば

パルひろば辰巳
振り返りと今後に向けて

初心者から集客に活用したい方まで、多様な参加者が集まりました

女性のキャリア実現を主な目的にしたえんカ
レッジ（encourage）。1-3月期の講座が終了し、
3回のセミナーに50名を超える方が参加しまし
た。

■ソーシャルメディアを使って情報発信力アップ！
1月31日（土）講師：市川裕康さん（（株）
ソーシャルカンパニー代表取締役、ソーシャル
メディアコンサルタント）
■個人事業主の会計・確定申告
2月3日（火）講師：細谷有子さん（税理士・行
政書士）
■ほうれい線ストレッチ＆たるみ改善

～美筋リフトアップ講座ＰＡＲＴ2～
3月3日（火）講師：伊藤文子さん（ＮＰＯ法人
プラチナ美容塾理事長）

えんスタッフ＆役員の研修会も兼ねたソー
シャルメディア講座は、個人事業主の方、及び
事業を始めたいという方の参加が多く、改めて
この分野の学びの場が必要だと感じました。

そして、伊藤文子さんの美容講座は、港区を
拠点に高齢者向け美容ボランティア活動を積極
的に展開しているＮＰＯ法人「プラチナ美容
塾」とのコラボレーション企画。受講者はプロ
の技術を間近に体験し、満足度の高いセミナー
が実現しました。
新年度4月以降のえんカレッジについては随

時ウェブサイト、ブログ等でご案内していきま
す。 （根本）

2015年度も、さらにチャレンジしてまいります！

2月のランチ会も大盛況でした



敗戦７０年、私の戦争体験

敗戦を私は６歳の時、旧満州国黒龍江省北部の開
拓団の部落で迎えました。その後１年３カ月、帰国
するまで、私の人生で最も過酷な時期を過ごしまし
た。
敗戦のほんの一か月ぐらい前、部落にいた唯一の

軍属が中国人５～６人を捕まえてきてスパイだと
言って斬首しました。敗戦直後、この軍属の一家は
二人の幼児を含め四人が一寸刻みにされました。部
落のみんなが復讐だろうと噂していました。
入植以来部落には医者がいませんでした。そのた

め私は今なら何の事ないアメーバ赤痢で死にかけま
したし、赤ん坊だった弟は単なる麻疹で死亡しまし
た。敗戦で怯えていた部落には、ソ連軍、蒙古軍、
国民党軍、八路軍、匪賊が侵入し、八路軍以外は当
然のごとく敗戦国民から根こそぎ収奪して行きまし
た。
ソ連軍が最も凶暴で、強姦を抑えようとした校長先
生が銃で撃たれ、一時ひん死の重体になりました。
１年たって帰国の知らせが入ったときは歓喜しま

した。しかし故国の土を踏む21年11月までの３カ月
間は、それまでの１年間より辛く思いました。部落
の近くには鉄道が通っていないので最初の４日間は
歩きです。赤ん坊以外は小さくても歩くしかありま
せん。私は５歳の妹と必死に大人の集団を追いかけ
る４日間でした。満州はほとんどが原野で、道路沿
いには集落もなく水を飲む場所もありません。たま
らず泥水を飲んで腹をこわし、２日間は垂れ流しで
歩いた記憶があります。それでも何とか歩きとおし
て鉄道までたどり着いたのが今でも奇跡のように思
い出されます。
父親が出征した母子家庭では、中国人に子供を預

けて帰国するしかありません。食糧一袋で売り渡し
たと言う噂もありました。幸い養父母に恵まれ、70
年代に一時帰国が出来たのは不幸中の幸いでした。
辿りついた鉄道は、貨車の多くがソ連に持ち去ら

れたため中々乗ることができず、やっと乗ってもい
つ動くか分からないあり様でした。チチハル（地方
都市）から大連まで、その時は１ケ月ぐらいかかり
ました。貨車は屋根があるのは少なく、私たちが
乗ったのは枠すらない台車と呼ばれるものでした。
大人の男が外向きに座り腕を組んで、その中に女子
供を乗せるというやりかたです。子供も大人も、小
便も大便も、走っている列車の台車からするしかあ
りません。そのころの私は恥ずかしさも通り越して
いましたが、大人の女性は苦労したはずです。今で
も忘れないのは、病気にかかっていた赤ちゃんが
走っている列車で死亡し、母親が泣きながら放り投
げて捨てた光景です。

新京（首都、現「長春」）に着いたとき足止めを
食い、何週間か破壊された家の跡で暮らすことがあ
りました。その時他の日本人グループとトラブルが
起き、私の頭が投げられたレンガで怪我をするとい
うことがありました。骨に傷がつき膿んでしまい、
中国人の医師により頭骨の膿を煙管の首で掻き取る
という治療を受けました。勿論麻酔などあるはずが
ありません。私が生きて帰れたのは、容赦なく煙管
を駆使した医師のおかげです。
食べものは帰国を始めた３日目ぐらいから乏しく

なり、一食も出来ない日が何日もありました。前述
の新京では、あまりにもひもじく、何か食えるもの
がないかと市場をさまよい、盗むことも必死で考え
ました。成功はしませんでしたが、この経験が帰国
船で生きました。船中で一緒になった子供数人で徒
党を組み、甲板にあった乾パンの麻袋を狙いました。
見張りと実行者を決め、船員がいない時間を見図る
など作戦も立てた本格的なもので、幾度か成功しま
した。その盗品のうまかったこと、乾パンは今でも
好物です。
最近、敗戦から帰国までのある開拓団員の日記を

調べてみました。殺された人16人、毒薬自殺12人
（大人は皆青酸カリを懐にしていました）、病死18
人、強姦は数人が「純潔を奪われた」となっていま
す。日本人側が殺した人数はあいまいで、20数人が
数えられます。
私は、私の敗戦体験から、いかなる理由の戦争に

も反対します。敗戦後１年３カ月の体験はだれにも
味わってもらいたくはありません。人を殺した人、
殺しを見た人、殺された死体を見た人、餓死、助か
る病による死、強姦、強盗、これらのことを承認す
べきいかなる理由もあってはなりません。
私は、３・１１以降、仲間たちと経産省前に「脱

原発テント」を張って座り込んでいます（最近は週
２回ぐらい参加）。戦争をしたい政治家は、原発も
進めたいようです。彼らに、どうすれば、何を言え
ば分かってもらえるのか、７７歳になっても良い知
恵が湧かず苦労しています。

下記は、今年の年賀状に載せた拙い一首です

70年経って戦争忘れたる如く
国家は戦争へ奔る

下山 保 会員／パルシステム連合会初代理事長

会員寄稿



■NPO・えん会員状況(2014年3月16日現在)会員数63名[正会員数30名/参助会員33名（内団体２）]

編集だより

春到来！気持ちもワクワク、新しいことにチャレンジ
してみた季節ですね。なのに、いざやってみようと
思うと、続くかな？と不安になって結局一歩を踏み
出せず･･･という経験はありませんか（私にはよくあり
ます）。米国での調査によると、すぐに夢を行動に移せば成功する
確率は39％、先に経済的な安定を優先すれば、その確率は
0.08％に下がるそうです。お金ができたらいつか実行しようと思って
いることは、実際はほぼ実現できないということのようです。「思い
たったが吉日」とは良く言ったもので、本当にその通りかもしれない
ですね。（F）

NPO・えん第60回理事会報告

「NPO・えん第60回理事会」は2015年1月31日(土) 、理事6

名、事務局スタッフ1名の計7名の出席を得て、ビジョンセン

ター日本橋において14時10分より開催されました。「報告

事項」として（1）事業報告、（2）今期経費報告、（3）助

成金申請、（4）その他事項について、スタッフにより行わ

れ、すべて承認されました。14時30分に無事に閉会しまし

た。

＊は、パルシステム東京の受託事業です

エヌピーオーえん

5339909

2015年度定期総会＆ミニ講演会のお知らせ

日時：6月6日（土）午後
会場：パルひろば辰巳

※総会後、介護保険制度改定をテーマに江東区
高齢者支援課課長によるミニ講演会を行います。
当日詳細は会員の皆様に後日ご案内いたします。

NPO・えんの活動
活動報告

1月 1 万里夢６４号 発行

5 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

8 姿勢改善＆ストレッチ＊

13 辰巳ママのさろん＊

17 暮らしの相談室＊

20 手芸サロン＊

23 うたごえ喫茶＊

27 まごころ食事会＊

31 えん第60回理事会＆研修会（公開講座）

2月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 えんカレッジ：確定申告講座

5 姿勢改善＆ストレッチ＊

10 辰巳ママのさろん＊

17 手芸サロン＊

20 楽らく体操＊

21 暮らしの相談室＊

24 ランチ会＊

3月 1 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

3 えんカレッジ：美容講座

5 姿勢改善＆ストレッチ＊

9 辰巳ママのさろん＊

13 うたごえ喫茶＊

16 辰巳ママさろん＊

17 手芸サロン＊

20 楽らく体操＊

24 まごころ食事会＊

予定

4月 1 万里夢６５号 発行

5 パルひろばイベントカレンダー 発行＊

17 楽らく体操＊

18 暮らしの相談室＊

20 辰巳ママのさろん＊

21 手仕事サロン＊

28 ランチ会＊

5月 11 辰巳ママのさろん＊

12 第61回理事会

15 楽らく体操＊

16 暮らしの相談室＊

19 手仕事サロン＊

22 うたごえ喫茶＊

26 まごころ食事会＊

6月 6 第16回定期総会＆講演会

8 辰巳ママのさろん＊

11 落語会＊

16 手仕事サロン＊

19 楽らく体操＊

20 暮らしの相談室＊

23 ランチ会＊

25or26 えんカレッジ講座（予定）


